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昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
、
早
く
も
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
震
災

は
、
世
界
経
済
の
急
激
な
減
速
と
相
ま
っ

て
わ
が
国
に
大
き
な
影
を
落
と
し
、
特
に

日
本
経
済
を
推
し
量
る
上
で
重
要
な
要
素

で
あ
る
貿
易
収
支
は
、
31
年
ぶ
り
の
赤
字

に
転
落
す
る
な
ど
、
広
範
か
つ
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
去
る
、
２
月
13
日
に
内
閣
府
か
ら
発
表

さ
れ
た
２
０
１
１
年
10
〜
12
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）の
速
報
値
は
、
復
興
需
要

の
高
ま
り
と
設
備
投
資
が
景
気
を
け
ん
引

す
る
も
、
欧
州
債
務
危
機
に
よ
る
海
外
経

済
の
減
速
や
歴
史
的
な
円
高
に
よ
る
影
響

も
あ
り
、
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
０
・
６
㌫
、

年
率
換
算
マ
イ
ナ
ス
２
・
３
㌫
と
、
２
四

半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
な
り
、
市

場
予
測
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

ま
た
先
月
発
表
さ
れ
た「
将
来
推
計
人

口
」で
は
、
わ
が
国
の
２
０
６
０
年
の
総

人
口
が
８
、６
７
４
万
人
に
な
り
、
う
ち

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
４
割
を
占
め
る
と

い
う
衝
撃
的
な
数
字
が
公
表
さ
れ
、
世
界

で
も
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で「
超
高
齢

人
口
減
少
社
会
」の
到
来
が
確
実
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
上
尾
市
は
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
個

人
市
民
税
を
主
た
る
財
源
と
し
て
市
民
の

皆
さ
ん
が
支
え
て
き
て
く
れ
ま
し
た
が
、

15
〜
64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
の
半
減
は
看

過
で
き
な
い
事
態
で
あ
り
、
長
期
的
な
視

野
に
立
っ
た
社
会
保
障
政
策
の
練
り
直
し

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、

出
生
率
向
上
に
向
け
た
対
策
や
新
た
な
子

育
て
支
援
の
見
直
し
は
、
決
し
て
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

 

閉
塞
感
を
打
破
す
る
た
め
に 

　
長
引
く
景
気
低
迷
と
急
速
な
超
高
齢
社

会
の
到
来
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
で
も
例

外
な
く
苦
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す

が
、
地
方
の
減
速
は
日
本
の
衰
退
へ
と
直

結
し
ま
す
。

　
江
戸
中
期
、
藩
の
置
か
れ
た
状
況
を
詳

細
に
説
明
し
、
広
く
領
民
か
ら
得
た
意
見

に
よ
り
、
財
政
改
善
に
成
功
し
た
事
例
が

あ
り
ま
す
。

　
18
世
紀
半
ば
、
現
在
の
長
野
県
に
あ
っ

た
松
代
藩
は
、
幕
府
か
ら
の
度
重
な
る
普ふ

請し
ん
や
藩
内
の
大
火
事
、
大
水
害
に
よ
り
、

財
政
は
困
窮
・
荒
廃
の
極
み
に
達
し
て
い

ま
し
た
。

　

農
民
に
よ
る
一
揆
な
ど
も
発
生
す
る

中
、
現
在
の
財
務
・
民
生
担
当
に
あ
た
る

勝か
っ

手て

掛か
か
り

に
就
任
し
た
恩お
ん

田だ

木も

工く（
民た
み

親ち
か
）

は
、
領
民
の
意
見
を
広
く
聴
く
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、
貨
幣
経
済
の
到
来
を
見

越
し
、
年
貢
の
一
部
を
米
で
な
く
金
銭
に

よ
る
月
納
制
と
し
て
、
慢
性
的
な
借
金
財

政
を
改
善
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
し

た
。

　
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
身
分
制
度
が
厳
し

い
時
代
の
中
で
、
武
士
・
農
民
・
町
人
な

ど
の
全
領
民
の
代
表
を
城
に
呼
び
、「
対

話
」に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

切
に
し
な
が
ら
全
員
を
し
っ
か
り
と
納
得

さ
せ
た
上
で
、
自
ら
が
目
指
す
改
革
へ
と

向
か
わ
せ
た
こ
と
で
す
。

　
西
欧
の
民
主
革
命
よ
り
前
の
18
世
紀
半

ば
の
日
本
で
、
こ
の
よ
う
な
領
民
参
加
に

よ
る
政
治
が
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
驚

嘆
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
わ
が

国
に
日
本
的
民
主
主
義
と
い
う
べ
き
伝
統

が
根
差
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
組
織
が
硬
直
化
す
る
中
で「
対
話
」を
重

ん
じ
た
恩
田
木
工
の
改
革
は
、
参
加
を
す

る
こ
と
で
責
任
を
生
む
、現
在
で
い
う「
協

働
」の
精
神
を
育
て
る
と
い
う
財
産
を
残

し
、
幕
末
に
は
指
折
り
の
裕
福
な
藩
へ
と

変
貌
さ
せ
ま
し
た
。

　
閉
塞
感
が
ま
ん
延
す
る
今
、
ま
さ
に
私

た
ち
行
政
が
こ
れ
か
ら
目
指
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
手
本
で
も
あ
り
ま
す
。

 

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト　
「
上
尾
が
輝ひ
か

る

　
　

８
つ
の
キ
ラ
リ
☆
パ
ー
ト
２
」 

　
私
は
、
２
期
目
の
就
任
に
当
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
民
間
企
業
な
ど
の
発
想
と

創
意
工
夫
を
取
り
入
れ
、
コ
ス
ト
削
減
と

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
両
立
す
る
た

め
の
新
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト「
上
尾
が
輝
る
８

つ
の
キ
ラ
リ
☆
パ
ー
ト
２
」を
掲
げ
ま
し

た
。
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、「
市
役
所



平成24年度　予算のあらまし
～『笑顔きらめく“ほっと”なまち　あげお』の実現に向けて～

歳入総額
562.1億円

歳出総額
562.1億円

主な歳出項目の
昨年度との比較

市税
292.5億円

議会費・総務費
75.1億円

民生費
223.6億円

衛生費
55.7億円

土木費
55.4億円

教育費
54.9億円
公債費
66.7億円

国庫支出金
84.4億円

市債
49.1億円

県支出金
34.7億円
繰入金
17.7億円
諸収入など
19.5億円

地方譲与税・
地方特例交付金・県交付金

25.5億円

分担金・負担金・
使用料・手数料
12.9億円

地方交付税
25.8億円

議会費・総務費　ー4.6億円
人件費の削減、選挙費の減少に
より －5.7％

衛生費  ＋5.2億円
（仮）東保健センター整備事業の
増加などにより ＋10.3％

土木費  ＋15.1億円
JR上尾駅東口再開発事業の増
加などにより ＋37.5%

教育費　ー4.7億円
富士見小学校改築事業の終了な
どにより －7.9%

消防費
23.6億円

農林水産業費・商工費
6.3億円

その他
0.8億円

子ども手当の制度変更などにより
減少 －6.0％

民生費　ー14.3億円

➡

➡

➡
➡
➡

市 政
ニュース
市 政
ニュース
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　平成24年度予算は、景気の低迷で税収が落ち込むなどの厳しい財政状況の中、東日本大震災の教訓を踏ま
えて、市民の皆さんの安全・安心の確保に重点を置いて編成しました。
　具体的には、防災対策や省エネルギー対策を強化するとともに、子育て・健康づくり支援、教育環境整備、
まちづくり施策のさらなる充実など、第5次総合計画に掲げる将来都市像「笑顔きらめく“ほっと”なまち　
あげお」の実現に向けた予算になっています。主な事業に関しては4～6ページをご覧ください。

⇨財政課（ 775－4247・ 776－8873)

　予算とは、1年間の収入と支出の見込みを表したものです。市の基本的な仕事をするための一般会計予算
は、562億1千万円(子ども手当などの国の制度変更などにより前年度比1.0㌫減)になりました。また特別会
計と企業会計を含めると1,031億8千万円（前年度比2.1㌫増)になっています。

の
透
明
化
と
財
政
健
全
化
」、「
さ
ら
な
る

コ
ス
ト
削
減
」、「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
の
創

造
」、「
防
災
体
制
の
強
化
」、「
健
康
で
心
豊

か
な
環
境
づ
く
り
」、「
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
育
成
」、「
安
全
で
安
心
な
利
用

し
や
す
い
公
共
施
設
の
整
備
」、
そ
し
て

「
エ
コ
シ
テ
ィ
上
尾
の
推
進
」の
八
つ
を
大

き
な
柱
に
掲
げ
、
こ
れ
ら
を
39
項
目
の
約

束
に
変
え
て
、
新
た
な
４
年
間
に
向
け
た

目
標
と
し
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

覚
悟
で
す
。

 

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に 

　
長
引
く
景
気
低
迷
と
人
口
減
少
、
そ
し

て
、
さ
ら
な
る
超
高
齢
社
会
に
足
を
踏
み

入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
わ
が
国
で
は
、
安

定
を
確
保
す
る
こ
と
す
ら
容
易
で
は
な

く
、
挑
戦
す
る
こ
と
は
大
き
な
困
難
と
の

戦
い
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
厳
し
い
と

き
こ
そ
足
元
を
固
め
、
10
年
先
、
20
年
先

を
見
据
え
な
が
ら
一
歩
で
も
前
へ
進
む
こ

と
は
、
や
が
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
明
る
い
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
、
力
強
い

バ
ト
ン
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
方
行
政
に
、
近
道
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
上
尾
が
目
指
し
て

い
く
将
来
都
市
像
で
あ
る「
笑
顔
き
ら
め

く〝
ほ
っ
と
〞な
ま
ち　

あ
げ
お
」の
実
現

に
向
け
て
勤き
ん
倹け
ん
力り
っ
行こ
う
に
励
み
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
、
多
く
の
知
恵
と
工
夫
を

持
っ
て
一
歩
ず
つ
前
へ
と
進
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

一般会計予算の状況
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平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

◎
新
規
・
拡
充
し
た
事
業
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

５億7,612万円
子宮頸

けい
がん・ヒブ・小児用肺炎球菌

のワクチン接種の無料化の継続など
【県補助金　9,192万円活用】

各種予防接種の実施

子育て・健康づくり支援

７億5,985万円
中学校修了までの入院と通院分の医
療費の無料化の継続
【県補助金　9,193万円活用】

こども医療費の無料化

８億5,442万円
緑丘地内に母子保健事業などを中心
とした新たな地域保健の拠点を整備
（平成25年度中にオープン予定）

（仮）東保健センターを整備

１億7,159万円
乳がん検診などの無料化の継続と、
受診率を向上させるため、対象者全
員へ個別通知を開始
【国補助金　2,467万円活用】

各種がん検診の実施

600万円
市独自の助成制度を創設
（県の助成金に上乗せ　上限5万円
／年、通算5年）

不妊治療費の助成

９億1,105万円
小学校6校、中学校4校の大規模
改造・耐震補強工事
（平成24年度末の小・中学校の耐
震化率　約9割)
【国補助金　2億8,686万円活用】

小・中学校の大規模改造・耐震補強（※）

教育環境整備

9,822万円
よりきめ細かな学習指導や学級運
営を実施するため、学級担任を補
佐する「アッピースマイルサポー
ター」を70人配置するとともに、
「アッピースマイル学校図書館支
援員」を全小学校へ配置　他

さわやかスクールサポート事業の展開
3,540万円

全中学校の普通教室に整備
（7月から稼動予定）
⇒全ての公立保育所、幼稚園、小・
中学校への整備が完了

中学校教室にエアコンを整備
409万円

家庭、地域、学校が連携し、子ど
もの読書活動を推進
（富士見小学校図書館内に新設）

子どもの読書活動支援センターを新設

１億490万円
全ての小・中学校へALT（外国語
指導助手）の配置を継続

小・中学校にALTを配置３億5,676万円
中央小学校の南校舎を改築
（平成23 ～ 25年度までの3カ年事
業 総事業費12.4億円)
【国補助金　6,135万円活用】

中央小学校の校舎改築（※）

完成予想図

完成予想図



（※）繰り越しにより新年度に実施する事業です。
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618万円
領家工業団地から国道17号（上尾
道路）までのアクセス道路の整備
や、畔吉地区の市道拡幅に着手

上尾道路周辺整備

2,402万円
ニューシャトル原市駅のバリアフ
リー化に向け、エレベーターや多
目的トイレを設置するための設計

原市駅のバリアフリー化

まちづくり施策

194万円
基本計画の策定や、自転車レーン社
会実験・健康モニター事業の実施

自転車のまちづくりを推進

16億9,849万円
再開発ビルの建設に対する補助
（平成24年度中に完成予定）
【国・県補助金12億7,198万円活用】

上尾中山道東側地区市街地再開発

２億5,144万円
再開発ビルまで延伸
（平成24年度中に完成予定）
【国補助金　1億円活用】

JR上尾駅東口
ペデストリアンデッキを延伸

1,841万円
防災備品の充実のための新たな緊
急補助金の創設や、防災士の資格
取得のための支援

自主防災会への支援

763万円
発信地表示システムの導入など、伊
奈町と共同で新指令システムを整備
（平成25年3月から運用開始）
【伊奈町負担分　206万円】

消防緊急通信指令システムの更新

６億1,470万円
耐震補強工事とともにメーンアリー
ナの床の張り替えや、空調の改修（平
成25年4月改装オープン予定）
【スポーツ振興くじ助成金　3,000
万円活用】

市民体育館の大規模改造・耐震補強

防災対策

882万円
主食用食料品や毛布などの備蓄
を強化

防災備蓄の強化

930万円
岩手県陸前高田市と福島県本宮
市への継続的な支援

被災地復興支援

137万円
災害情報の迅速な伝達のため、
全自主防災会に配布

防災ラジオの配布

451万円
子どもの安全のため、市内全て
の公園遊具の点検

公園遊具の点検

185万円
東日本大震災の教訓を生かし、初
動体制などの抜本的な見直し

地域防災計画の改訂

1,060万円
東日本大震災で破損した境

さかい
橋(原市

地内）の設計（平成27年度完成予定）
【県・伊奈町負担分　668万円】

境橋の架け替え

1,500万円
市管理の全橋りょう（67橋）の点検
と長寿命化修繕計画の策定
【国補助金　660万円活用】

橋りょうの長寿命化（※）

省エネルギー
対策

2,218万円
市役所本庁舎事務室の全照明器具
のLED化による電気使用量の抑制

本庁舎の節電対策

1,000万円
<新規>電気自動車購入（5万円／台）
<新規>電動バイク購入（1万円／台）
<増額>太陽光発電設置（1万円／kw）

省エネ対策補助金の拡充



支出
30万円

収入
30万円

食費（人件費）
6.5万円

給与（市税・交付税など）
18.3万円

諸手当
（国庫支出金など）

6.4万円

パート代
（分担金、負担金など）

1.7万円

銀行からの借入
（市債）
2.6万円

貯金の取り崩し（繰入金）
1.0万円

医療費・保育料
（扶助費）
7.7万円

光熱水費・通信費
（物件費）
4.8万円

ローン返済
（公債費）
3.6万円

家電などの買い換え
（普通建設事業費）

3.0万円

子どもへの仕送り（繰出金）
2.2万円

その他雑費（補助費など）
2.2万円

支出
30万円

収入
30万円

食費（人件費）
6.5万円

給与（市税・交付税など）
18.3万円

諸手当
（国庫支出金など）

6.4万円

パート代
（分担金、負担金など）

1.7万円

銀行からの借入
（市債）
2.6万円

貯金の取り崩し（繰入金）
1.0万円

医療費・保育料
（扶助費）
7.7万円

光熱水費・通信費
（物件費）
4.8万円

ローン返済
（公債費）
3.6万円

家電などの買い換え
（普通建設事業費）

3.0万円

子どもへの仕送り（繰出金）
2.2万円

その他雑費（補助費など）
2.2万円

6

○
○
銀
行

１億114万円
東日本大震災以降に離職を余儀な
くされた労働者の雇用機会の創出
（路上喫煙防止事業など6事業、
47人雇用予定）
【県補助金　1億114万円活用】

緊急雇用機会の創出

その他

313万円
緊急時に必要な、かかりつけ医や
持病などの医療情報を保管する容
器を65歳以上の単身世帯や障害が
ある人などに配布

緊急医療情報キットの配布

1,353万円
相談室の増設と障害者用トイレな
どの新設

障害者就労支援センターの拡充

488万円
商業・工業・農業・観光の連携に
より今後の産業振興の方向性を
示すとともに、施策の実施計画の
策定

上尾市産業振興ビジョンの策定

1,367万円
（介護保険特別会計）
原市地区に地域包括支援センター
を増設（市内10カ所体制へ）

地域包括支援センターの増設

１人当たり
の支出額

24万7,000円

平成24年度の市の予算を市民1人当たりに換算すると
市の一般会計当初予算562億1千万円を市民1人当たりに換算すると次のようになります。

（平成24年4月1日現在の人口〈22万7,217人〉で算出) 　

路上喫煙禁止啓発パトロール員

平成24年度の市の予算を家計（月30万円）に例えると
市役所と家庭では単純に比較できませんが、平成24年度の市の一般会計予算を家計に例えると下図のようになります。

議会・総務費
3万3,000円
　議会運営や選挙、戸籍、
徴税、庁舎管理など　

民生費
9万9,000円
　子育て支援、高齢者や
障害のある人へのサービ
スの提供など

衛生費
2万5,000円
　ごみ、し尿の処理、環
境対策、健康推進など

農林水産業・商工費
3,000円
　農業や商工業の振興

土木費
2万4,000円
　道路、河川、公園の整備・
管理などのまちづくり

消防費
1万円
　消防・救急活動や災害
対策など

教育費
2万4,000円
　学校、図書館、公民館
などの管理運営、文化・
スポーツの振興

公債費
2万9,000円
　公共施設整備などのため
に借り入れた市債の返済
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　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　草花が生き生きと輝き、自然の力強い生命力を感
じる季節を迎えましたが、いかがお過ごしでしょう
か。
　先日、皆さんにお伝えしたい、とてもうれしいこ
とがありました。
　被災地支援のために市から岩手県陸前高田市へ派
遣していた職員が、派遣期間を終えて被災地の近況
報告とともに、１枚の写真を見せてくれました。写
真には笑顔の女性が4人、皆さんは東日本大震災で
被災され、臨時職員として陸前高田市役所で復興の
ために働いているそうです。4人が着ているのは、
昨年9月号の市長キラリ通心で紹介した、ＵＤト
ラックス株式会社からご提供いただき、市内の中学
生が心を込めて「がんばろう東北」と刺しゅうしてく
れた作業服でした。作業服は皆さんにとても喜ば
れ、今も多くの方に着ていただいているそうです。

　中学生たちの優しい気持ちが400キロも離れた東
北の地に届き、“刺しゅう糸”という、細くても絶対
に切れない糸で心と心がつながったことを感じ、本
当にうれしい気持ちになりました。
　皆さんは、「おにぎりとおみそしる」という作文を
ご存知でしょうか。福島県浪江町の小学４年生の女
の子が、震災直後に避難所で食べた小さな白いおに
ぎりと具のないおみそ汁を題材に、食べ物のありが
たさ、そして多くの人とのつながりに感謝をして
綴ったものです。被災地へ派遣した職員からの報告
を受け、この作文を思い出しながら、「私たちはい
つも誰かに支えられ、つながりを持ち、喜びも悲し
みも分かち合いながら生きている」と強く感じてい
ます。
　5月12日（土）・13日（日）、市が継続的に支援して
いる岩手県陸前高田市と福島県本宮市の子どもたち
が、野球を通じて交流を図るため上尾市を訪れま
す。爽やかな
春の空の下、
心がつながる
喜び、そして
分かち合う大
切さを感じて
くれることを
期待していま
す。

つながる喜び、分かち合う大切さ
市長　島 村　　穰　
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東日本大震災

義援金の受付期間を延長

　日本赤十字社の受付期間延長に合わせて、上
尾市としても9月30日（日）まで募金箱の設置期
間を延長します。
　募金箱の設置場所は、市役所、各支所・出
張所、総合福祉センター、コミュニティセン
ターの計10カ所です。その他、口座振り込みな
どの方法もありますが、詳しくは日本赤十字社
ホームページ（ http://www.jrc.or.jp/）をご
覧ください。
　3月15日現在の上尾市における募金総額は、
57,831,496円です。皆さんの多大なるご協力に
感謝申し上げます。
　お預かりした義援金は、日本赤十字社に送金
します。その後配分委員会で、被害状況などに
応じ配分金額が決定され、その基準に基づき各
自治体を通じて被災者に届けられます。
　引き続き皆さんのご理解とご協力をお願いし
ます。

⇨社会福祉課（ 775－5118・ 776－8872)

作業服を着て笑顔を見せる陸前高田市臨時
職員の皆さん




